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人間ー自然相互関係を栽培植物の多
様性からみる

• 地球環境に大きな影響を与えている栽培植物と雑草とは
• 栽培植物（農作物）の多様性：成立過程の理解
－栽培植物は間接的・直接的に人為改変された生物－
ー雑草は農業（植物の栽培）と人為撹乱環境への侵入種ー
ｃｆ．雑草型：栽培植物と野生祖先種の中間類型

• 興味（栽培植物起源論）の背景（推論、仮説、空論、妄想）
伝播論 ｖｓ 適応論

Ｖａｖｉｌｏｖの遺伝子中心説 ｖｓ 派生説
（類似論 vs 系譜論）

日本では、これまで伝播論で事足りた！ 日本原産の栽培種はない（かぐや姫仮説）
個別の分析事例は、要旨を参照



人間と植物（自然）の関係性

• 人間（ヒト） ←→ （野生）植物

↓↓ （相互依存関係の進化）

• 家畜化←→栽培化

人間 → 植物

環境問題における視線：生態学的には

環境問題における視線：一般には



伝播論でみる

貴州省メオ族の栽培するカラムシ
照葉樹林帯原産の農作物

湿地再生に出現したタイヌビエ
（佐賀アザメの瀬）
水田の強害雑草：東亜照葉樹林帯の原産



図 農耕文化圏と栽培植物センター

地中海センター
コムギ類（パンコムギ、マカロニコムギ
など）、オオムギ、ライムギ、エンバク
類）、ドクムギ、カナリークサヨシ、エ
ンドウ、ソラマメ、ヒヨコマメ、ガラス
マメ、ハウチワマメ類、アブラナ類、タ
マネギ、ダイコン、ニンジン、アスパラ
ガス、アーティチョーク、ブドウ、イチ
ジク、オリーブ

アフリカセンター
トウジンビエ、モロコシ、シコクビ
エ、テフ、グラベリマ・イネ、ホニ
オ、ササゲ、フジマメ、バンバラマ
メ、シカクマメ、ゼオカルパマメ、
アフリカクズマメ、ナタマメ、クラ
スタマメ、ベニシード、ベニバナ、
ノゲイトウ、エンセテ

北（中央）アメリカセンター
トウモロコシ、サウイ、アメリ
カマコモ、センニンコク、イン
ゲンマメ（小粒系）、ライマ
メ（小粒系）、ベニバナインゲ
ン、イヤーマメ、テパリマメ、
ヒマワリ、サツマイモ、キイチ
ゴ類

南アメリカセンター
ムンゴ、ヒモゲイトウ、キノア、イ
ンゲンマメ（大粒系）、ライマメ
（大粒系）、ラッカセイ、タチナタ
マメ、ジャガイモ、キャサバ、タバ
コ、カカオ、カボチャ、トマト

インドセンター
イネ（インド型）、インド
ビエ、アワ、キビ、コドラ、
コルネ、サマイ、ライシャ
ン、リョクトウ、ケツルア
ズキ、ホースグラム、キマ
メ、ゴマ

東アジア（照葉樹林）センター
イネ（日本型）、ヒエ（ニホンビ
エ）、モソビエ、ソバ、ダッタン
ソバ、ダイズ、アズキ、エゴマ、
コンニャク、ヤマノイモ、ナガイ
モ、キーウィ、ミカン、チャ、カ
キ、クリ、ナシ、モモ、ネギ、ワ
ケギ、ラッキョウ、ウド

東南アジアセンター

タロ（６種）、ヤム
（６種）、タシロイモ、
バナナ（アクミナータ
種とバルビシアーナ
種）、サトウキビ、サ
ゴヤシ、ココヤシ、コ
ショウ、ブンタン、マ
ンゴー、ランブータン、
ドリアン、ハトムギ、
タケアズキ

根栽農耕文化

新大陸農耕文化
サバンナ農耕文化

地中海農耕文化

（山口 ２００５を修正中）



作物の伝播
栽培植物の原産地と渡来年代

原産地

年代／在来性 東アジア 根栽圏 雑穀圏 西域圏 新大陸・豪州

在来／未導入

コブナグサ、オオナズナ、オ
オバタネツケバナ、クリ、
チュウゴクグリ、タチバナ、オ
オボウシバナ、ミツバ、ヤマ
ノイモ、モソビエ、アキグミ、
シナクログワイ、ワサビ、
ダッタンソバ、イチョウ、ラー
ドフルーツ、オニグルミ、ヒメ
グルミ、イグサ、ハチジョウ
ススキ、クワ、ヤマモモ、セ
リ、ヤナギタデ、フキ、ナシ、
クワイ、サンショウ、マコ、ミョ
ウガ、アブラギリ、タラノキ、
ウド

ココヤシ、トゲイモ、ドリア
ン、リュウガン、インドゴムノ
キ、マンゴスチン、マン
ゴー、サゴヤシ、バナナ、
フェイバナナ、マニラアサ、
ニクズク、ランブータン、ニ
オイタデ、キンマ、アイ、チョ
ウジ、ヘビウリ

インドコンニャク、アビシニアエン
バク、パルミラヤシ、アニマルフォ
ニオ、ブラックフォニオ、サマイ、
シーアバター、キマメ、コーラ、コ
レウスの一種、ウコン、クラスタマ
メ、ライシャン、フォニオ、キイロ
ギニヤム、シロギニアヤム、イン
ドビエ、アブラヤシ、エンセテ、テ
フ、シロバナワタ、ニガーシード、
ナンバンアイ、トカドヘチマ、ゼオ
カルパマメ、ホースグラム、ツル
シー、アフリカイネ、コルネ、コ
ショウ、ベニーシード、コドラ、ア
フリカクズマメ、タシロイモ、タマリ
ンド、モスビーン、ケツルアズキ、
バンバラマメ、

リーキ、ハダカエンバク、ドクム
ギ、ストリゴサエンバク、アマナ
ズナ、ヨーロッパグリ、ヒヨコマ
メ、ショクヨウガヤツリ、カミガ
ヤツリ、ガラスマメ、ヒラマメ、
ハウチワマメ類、ナツメヤシ、
ピスタシオ、セイヨウスモモ、マ
カロニコムギ、チモフェビーコ
ムギ、

サトウカエデ、リュウゼツラン、
サイザルアサ、チェリモヤ、バ
ンレイシ、レカチャ、パラゴム、
パンノキ、ムンゴ、タチナタマ
メ、ショクヨウカンナ、キノア、ミ
クスタカボチャ、ミツバドコロ、
コカ、カイトウメン、リクチメン、
モモミヤシ、パラゴム、マカダミ
ア、キャサバ、クズウコン、オ
カ、クズイモ、キビの一種、サ
ウイ、アボガド、テパリマメ、イ
ヤーマメ、ツノゴマ、キイチゴ、
カカオ、アヌウ、ウルコ、ヤウ
ティア、アメリカマコモ

縄文 ヒエ、イネ、アズキ サトイモ ヒョウタン、アワ

弥生
ナガイモ、ソバ、ダイズ、エゴ
マ、シソ

マクワウリ、キビ、 タイマ、オオムギ、コムギ

上古（－７５０）
コンニャク、ウメ、モモ、スモ
モ

ハトムギ
ベニバナ、キュウリ、シコクビエ、
ゴマ、ナス､モロコシ、ショウガ

ワケギ、カブ、ウイキョウ、エン
ドウ、ダイコン、ソラマメ

中古（７５０－１５５
０）

ラッキョウ、ニラ、チャ、ユ
ズ、カキ、ビワ、アンズ、ナツ
メ

ハスイモ
キダチワタ、ハス、ヒマ、ササゲ、
イチビ

ネギ、ニンニク、セロリ、カラシ
ナ、コエンドロ、レタス、リンゴ、
ケシ、ザクロ、ブドウ

トウガラシ、カボチャ、

江戸（１５６０－１８
６８）

レンゲソウ、キンカン、ハッ
カ、チョウセンニンジン、モウ
ソウチク、シナミザクラ、チョ
ロギ

リュウキュウアイ、ブンタ
ン、ミカン類、レイシ、サトウ
キビ、ハッショウマメ、タケ
アズキ

ナタマメ、ノゲイトウ、スイカ、フジ
マメ、ヘチマ、リョクトウ

タマネギ、イノンド、アスパラガ
ス、エンバク、テンサイ（フダン
ソウ）、ツケナ、ハクサイ、アブ
ラナ、キャベツ、チョウセンアザ
ミ、ニンジン（日本系）、イチジ
ク､クルミ、アマ、アルファル
ファ、オリーブ、パセリ、ライム
ギ、ホウレンソウ

ヒモゲイトウ、センニンコク、パ
イナップル、ラッカセイ、セイヨ
ウカボチャ、ペポカボチャ、イ
チゴ、ヒマワリ、サツマイモ、ト
マト、タバコ、クダモノトケイソ
ウ、ライマメ、インゲンマメ、
ジャガイモ、トウモロコシ

明治・昭和（１８７０
－１９５０）

キーウィ、 ダイジョ、バナナ
オクラ、レモン、コーヒー、トウジ
ンビエ、

セイヨウアブラナ、カリフラ
ワー、キャラウェー、オー
チャードグラス、ラシャカキグ
サ、ホップ、イタリアンライグラ
ス、ペレニアルライグラス、セイ
ヨウハッカ、オウトウ、アーモン
ド、セイヨウナシ、アカクロー
バー

パパイヤ、ベニバナインゲン

戦後（１９５０ー） カシュウイモ
ジュート（モロヘイヤ）、ケナフ、ツ
ルレイシ、シカクマメ

ニンジン（西洋系）、オランダガ
ラシ、カナリークサヨシ

ハヤトウリ

リストアップ３３２種（材木、
観賞植物、薬用を除く）



雑草の原産地

東アジア 根栽圏（Ｇ） 雑穀圏（Ｈ） 西域圏（温帯コスモ） 新大陸・豪州

縄文
ネザサ、ヤマ

ゴボウ
など１４

弥生
ヒメタイヌビエ

など４７
オナモミ、ホタルイ コゴメガヤツリ イヌビユ スベリヒユ

古代（－７５０）

アキノエノコロ、
コウガイ
ゼキショ
ウなど５

オヒシバ、クサネムな
ど４

カラスムギ、ハマダイ
コン、ルリハコベ

中世（７５０－１５５０） トウゴマ イチビ

江戸（１５６０－１８６
８）

ニオイタデ、ツ
ルドクダ
ミなど４

ノアサガオ、オオベニ
タデ

タイワンツナソ シロツメクサなど１２
セイヨウフウチョウソウなど

１６

明治・昭和（１８７０－
１９５０）

ウラジロアカ
ザ

ホソバツルノゲイトウ
オランダミミナグサな

ど４３
オオハンゴンウ、ホテイアオ

イなど３２

大正 コシカギクなど６
クロバナエンジュ、アオゲイ

トウなど１４

昭和（戦前） ショカッサイ
セイバンモロコシ、ネ

ピアグラス
ブタナなど９ オオオナモミなど２３

戦後（１９５０ー）
コバナキジム

シロ
マルバツユクサ

コヒメビエ、シナダレ
スズメガヤ、ギ
ネアキビなど５

シロイヌナズナなど１２
コツブキンエノコロ、タチア

ワユキセンダングサ
など３１

日本雑草学会がリストした種のうち、発掘また
は文献記録のあるもの

（伝播史）
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帰化種 （計数分）
コスモポリタン：１０
根栽圏（Ｈ、Ｇ）：１０
雑穀圏（Ｈ＋）：１０
西域 ：８７
新世界 ：１２０
Ｃ内の移動を除く
外約５０種を検証中

在来雑草の地理的広がり（アークと種数）

日本雑草学会のリスト
種＋追加＝８７８



栽培植物と雑草の導入史

栽培 雑草 栽培 雑草 栽培 雑草 栽培 雑草 栽培 雑草

在来／未導入 34 19 42 24 34

縄文 3 14 1 0 1 0 0 0 0 0

弥生 5 47 0 2 2 1 3 1 0 1

古代（－７５０） 5 5 3 4 7 0 7 3 0 0

中世（７５０－１
５５０）

9 0 1 0 5 1 10 1 2 0

江戸（１５６０－
１８６８）

8 4 7 2 8 1 27 12 16 16

明治・昭和（１８
７０－１９５０）

2 2 2 1 6 2 27 58 5 69

戦後（１９５０ー） 1 1 1 1 4 5 3 12 2 31

新大陸・豪州

原産地

東アジア 根栽圏 雑穀圏 西域圏
年代／在来性

農業全書：地方農書の出版を刺激、戦後の小作開放、政府米買い上げ１９４２食管



栽培植物と雑草の導入史

栽培 雑草 栽培 雑草 栽培 雑草 栽培 雑草 栽培 雑草

在来／未導入 34 19 42 24 34

縄文 3 14 1 0 1 0 0 0 0 0

弥生 5 47 0 2 2 1 3 1 0 1

古代（－７５０） 5 5 3 4 7 0 7 3 0 0

中世（７５０－１
５５０）

9 0 1 0 5 1 10 1 2 0

江戸（１５６０－
１８６８）

8 4 7 2 8 1 27 12 16 16

明治・昭和（１８
７０－１９５０）

2 2 2 1 6 2 27 58 5 69

戦後（１９５０ー） 1 1 1 1 4 5 3 12 2 31

新大陸・豪州

原産地

東アジア 根栽圏 雑穀圏 西域圏
年代／在来性

食文化の基層は照葉樹林文化要素、農業攪乱生態系の基層は？

５０３

作物３３２種、雑草８７８種



文明論 ｖｓ 文化論



利用知識の発展と崩壊

表　栽培植物の利用知識の発展段階（試案）

採集段階（プレ農耕１）　

　　自然資源（動物、植物）へ依存　魅惑的対象（持続的利用、易利用）　 本能による利用

半栽培段階（プレ農耕２）

　　半自然食資源への依存増大　人為攪乱　人里植物　 利用知識の揺籃

農耕段階

　　栽培植物の成立　農耕技術　品種分化　文化・文明要素　　　　　　　　 利用知識の高度化

複合段階

　　文化要素の複合化　相互・上下関係 利用知識の体系化

高度化・単純化段階

　　専業化・分業化 利用知識の偏在

　　利用放棄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利用知識の喪失

野生 栽培化 半栽培 野生化
散布（分布域拡大：伝播）の人への依存性？

農学者の興味は
ここまで？



自然ニッチ

野生度 栽培化程度

野生

１
０

雑草

栽培植物（作物）

管
理
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
傾
度

０

１

醸成

崩壊

選択圧：担い手によって異なる
王族 ｖｓ 庶民
経済作物と観賞植物では異質



なぜそれを食べるのか？

生物文化多様性は、どこへ？ 地域内の多様性か、多様な地域か（民族文化多様性）
複数の関係性 異質の関係性



神に捧げられた
餅（糯）と注連縄
ハチドウガミ：自然から乖離・家畜
化するハチ

乳製品を欠く食材と関係？
水さらしあく抜き技術？
魚醤系味覚の保持
多年生イネ科草本群落
坪播き・一本立ち農法→

日本固有の農業生態系
←自然資源利用の技法



展望

• 多様性中心説は、起源の場所をピンポイントするだけ

• なぜ、地域のヒトがそれを選んで、食文化の歴史を刻
むのか？

• 近代的生活はヒトの家畜化と崩壊への道

ぜんざいとお汁粉を食べる日本人？
糸引き納豆とコンニャク？
ヒサカキ、サカキ、シキミを使う日本人？
振る舞い、お辞儀、姿勢、パフォーマンス？
庭に植えた植物を観賞する日本人？
なぜ？？

前半部分：プロジェクト著書１巻？章（山口執筆）
後半部分：栽培植物の自然史Ⅱで

＋成果各論


